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標準学力テストを実施して

数 学科

岡田セイ子・木村維男・玖村由紀夫

中尾博一・松本博史

増田ミユキ・平岡蕊知子

はじめに

(1)標地学力テストについて

昭和48年度から６年一貫教育にふみだし、また、昭１１１５０年miから全数科にわたる学年毎の標

準学力テストが実施されはじめた。その目的は次の各点である。

①各学年を通じ、一年間に学習した各教科の内容がどの程度身についているかをみる。

②個々の生徒について、目標への達成度をつかみ、また指導の不十分であった内容を把握し、

学科指導に役立てる。

③各学年の実施により、６年間の累加記録を作成し、各学年での生徒のつまづきをみて、発逆

段爾に応じた具体的指導に役立てる。

④本校独自の６年一貫カリキュラムに、生徒の発述段階にあわない不適当な箇所があれば、そ

れを兄つけて改善に役立てる。

数学科においても昭和50年度（第１回）には５１年３月８ｐにＩＩＩｌ、２，３を対象に50分間で

試み、昭和５１年度（第２回）には５２年３月７日に中１，２，３、lIfU1を対象に、中学校は５０

分110、ｒＭｉｌは90分間で実施した。高学年が加わっていないのは６年-11教育に移行していない

ためで、このカリキュラムによっている者のみを対象に実施しているからである。

(2)本校の生徒について

本校の生徒は各学年定員135名、男女ほぼ同数、３クラヌ綱成で、中学校人学Ⅱ$に

附小からは定員５０名

附小以外の小学校からは定員８５名

を学力検査（実技検査を含む）、調査書などにより、選抜入学させ、６年一F1して商校３年まで

進級する。したがって、

①附小と附小以外とは別に選抜するために、生徒の学力の分布が正蝿分布に近い形の公立中学

校とは、生徒組成がやや異なる。

－３４－ 



②高校入試がないため、中３で特に入試勉強を強いられることもなく、のんびりしている。

③教科の学習に熱心な家庭が多く、塾、家庭教師などで学習を補っているものが相当数いる繊

子である。、～

(3)コンピューターによる処理について

第２回の中１，２，３年は解答用紙に光学読み取りのできるマークカードを用い、結果をコン

ピューターによって処理した。｝

①マークカードは奈良ＩｌｉＬ立价報処理教育センター川のもので、小間が40問まで解答でき、解答

は番号で１から10までの選択肢から選べるようにしてある。なお、証明問魍も出題し、教師が

採点して結果をカードに記入した。
！‘， 

②結果として次のように印字学れるようﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを組んだ。
テスト結果

正解の解呑稀号；

…個人の解符１１ﾔ号と

小間毎の解答の分布と正答率

個人の１０点

各学年毎の柵点分布表と平均点、標準個差

③長所として

・短IlfIIUで処理できる～～

・犯しやすい飢答例、正答率が一目肱然である

・教師の処理に要する手110が極度にはぶける…

④問題点……節１回は普通の記述式によったが、

第２回はマークカード式にしたために平均点が約10点程低下した。

゜多くの選択肢からえらぶのに時llUを要したこと

・訂正の際、消し方が不十分な為に譲って碗みとられている
６？ 

・ＡＩＩ答のマークのしかたの誤りⅦ

１９･ 

◆U' 

その原因として

など、数学の学力とは００係のない要素で誤答となったものもあり、問題点もあるが~、のよう
｡･ 

な長所力Kあるので、短所を改善してこの処理方法を続けてゆくつもりである。

．ｉ 

第２回のテスト結果を学年別､,内容別に分析し、考察を加えて以下述べることにする。

－３５－ 

平均 樫1Wl鐘

中一 72.98 14.23 

中二 66.87 １５，９６ 

中三 64.20 17.04 

尚一 ６９．９１ 18.01 



中１数学標準学力テスト

全体堕合をＩ＝（エＩｚは10以下のＢ院政Ｉとし．Ａ－（1.6.9］･Ｂ－Ｉ２３５１

Ｃ－（Ｌ45.101とするとき、次の各纂合を健最を白きならべる方怯で回せば・

ｌ１１ＡｎＢ－こ］(2)ＢｕＣ－Ｅ。

③と－「5~１１４）パｎＦ－．コ

(5)（ＡｕＢｍＣ－画

①の②（１）③（５）｡（１５１

⑨1123,5.6.9｝ 

、（1.23.45も101

⑦｛23.6.7.891 

③（0.23.6.7.8.9） 

。（Ｌ234.5.6,9.10｝

⑭その他

２次の８ｍをすると．

m-5-3-r5~］ 

(3)’２－５０－１３－２１＝ 

①２②４③－４、－５③－８

０－２⑦８０－；0-3 
⑭その他

'２１－２+;‐工
Ｅｍ 

①－１②－２ｏ－ｚ－Ｉ⑥－ｚ 

ｏ－Ｚ－ｌ２０７=⑦７ｚ＋２４ 

.Ａ１ｏｚ２ｌ弊
⑭その他

３次の叶再をすると．

IlI2(4二-3)－３口二-2）-［＝

'２１聖ガューニ;且一画

①'い②：端

､曇-10,⑦'一耐
ｏｙ－１０ｚ⑭その他

④P⑤l９ｏ 

ｏＩ６０ 

４次の［三コに沼する式は、

11）雪孜の舐を10人のこどもに，枚ずつわけると［〕I~ｉ、nつ輯

'211MBの食塩水ごPの江かには回,の食塩が含立れろ。
（３）右のように．支点の左５c刀頼りと

ころにZDFのおもりをつるし．

支点の右９ｍｇのところに=Ｐの

荷物をつるすとつりあっ亀

Ｊを二で丑せば．ワロ「i5~１

である。

‘''１万図式ｉ－ｌ２をとくと.ユー回

②万睡蜜－３－３コ－７をとくと．ご－正二

’３１万厘式:二十;-;二十群とくと.エー１６’

●２③－２ 

０－８⑦1８ 

③５０－５⑥B 

o-；。；②その他

ａ纂合Ｉｑ1.234)の率のうちで.次の不等式をみたす解の集合は［工」

である。

－３正＋５≦－４

｡｡②１０］③’４｝０１３．４） 

⑥（ｑ】１ｏＩＵＬ２Ｉ⑦（２３４１

０１０．１．２３）ｏｌｑＬ２,3.4｝ 

⑭その他

－３６－ 



７．次の２つの田舎Ａ、Ｂにおいて．Ａの要窮ロとＢの要粂６を対応させるのに、（αを

３で翻った余り）■、とする。

００②Ｉ③２ 

○比例している

｡反比例してL､ろ

｡】対Ｉ対ｚである

｡、政である

｡囲紋で趾い

ｏｆよい

⑭その他

八 Ｂ 

３
４
５
６
７
８
 

０
１
２
 

このと６．

(１１Ａの要采５に対応するBの要串は「両１

１２１ＡからＢへの対応は」2ｊ

Ｉ３ＩＢからAへ⑭対陣は面可

①３０． 

③５０゜

、５０５．

②３５０③4０．○４５． 

○60,⑦２５．⑤３ａ５． 

⑭その他

8石の図で．ＡＢ■ＡＣ＝ＣＤ

ごＤＣＥ■ｌＯ

ｚＡＢＣＩェ「

9．右の図のよう化．たて．ょこ゜悪さがそれ

ぞれα－６島ｒと両CDｎ万体を３つのⅢn点

①１３２ 

｡】：５

②２：５ 

⑭その他

｡Ｉ：３ 

Ｃｌ：６ 

○３：8 

③１８４ 

，２：３ 

゜４：９を通る平面で切ると．２つの立体

この立体の体1NをV０．Ｖhとする

￣￣ 

VUWi--22二である。

ID下の図のよう化．１，分ＡＢのＡをqnLPとして．半径『の円をかき．同じくＢを中心として同じ半径「で円ぞかく｡その;出､をＣ、、として．Ｃ、

、そ砧ぶと89分ＡＢの廻近二句分掠ができる。

この園Ｉ11を睨馴せよ。

/， |、
八

、ロ
－３７－ 



中２数学標準学力テスト

LURの叶汀そすると．
P 

In）（-4厩〕`÷(-2痢炉江］ ①２ｍ③－２ｍ③４知ｏ－４ｍＯ８腕

C－８噸⑦ＷＯ－；。；⑭その他

'2'；(…b)-;(３３－４b)。｜聖，
0 

ｃ－３ａ＋】４１，③－３ａ－２ｂ③－３３＋６b

o-2a+6ｂ③‐&園-3ｂ⑥-;a+;ｂ

③聿土Z-L。＝｣=旦土§且｡ニュー±u且
６６６ 

⑭その他

⑪＝ご４③エ墓４③エ雪－４０エ≦－４③工盈－６

o曇壼-‘⑦雪≦－２｡ご墓-3ｏ璽壼－１⑭その他

邑吹の方浬式．不専式ぞ解くと◇

11）４二－3≧7蜜＋９の解は□。

'別３琴-6＜2塁十K=ﾃＬ の解は４．

７
７
７
百

く
く
く

エ
ｚ
岳

く
く
く

２
３
３
 

①
③
③
 

②好くルエ＞７③鮒なし。’＞召＞7

,3>ヱ>Ｔ⑦ｴ＜７ｏ３＜灘く?
⑭その他

０
 

Ⅱ
 

３
２
■
 

』
ｌ
Ｚ

ｚ
二
３

＋
ｙ
一

コ
２
Ｊ

＋
＋
｜
 

エ
エ
エ

ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
 

③
 ｡（４．－？、

①（６．－７． 

⑦（－１６．７． 

⑭その他

②（－３．２．９） 

｡（－J２．５．１５） 

◎（２．－３．９） 

７） 

９） 

】7）

｡（1２．－７． 

，（24,-13. 

｡（－３６．２１． 

３） 

－３） 

９） 

の頂(ｚ，，．ｚ）－【５１

ａ右図において
９J｡ 

（１）ＡＢの民.さ'」

である。

①４５②５，５○７．５…０１５⑥９ 

○６．⑦８○７⑨8５⑭その他

Ｃ 

②ＢＣを伯として．△ＡＢＣを】回鰭してできる立体の体蹟vｉ

と．ＥＣを姑として．△ＤＥＣをＩＥＩ促してできる立体の体個

ｖｈとの比偲「7=】である

｡』：９

｡s：２ 

０２５：０ 

ＯＢ：2７○４：港｡B：ｌ２５

ｏｌＺ５：８⑦２７：8○麓：４

⑭その他

4．右図の２尋辺三角形ＡＢＣの西伯は

６０廟２である。

【１１Ａからの中毎ＡＭの憂さは

ｉ~5~１ｍ 

○６②８③１２ｏｌＯ⑨1６ｏＩ２５ 

ｏＨｏ鼎・関．⑭その他
Ａ 

ｏＩＬ５②】２０１３

０２０⑦1５ｏｎ２５－ 

ｌ２１ＢＣ上の任迎の点Ｐから．ＡＢｏ

ＡＣにそれぞれ平行母をＵＱ･ＡＣ･

ＡＢとの交点を、．Ｅとすれば．

Ｐ､＋PE-酉、，

④l０ 

ｏ１６ 

｡】８

⑭その他

。a②‘③器・舟＠Ｗ

｡‘⑦$、２５｡`‘⑭その他

131内心Iか場．ＡＢに亜ＩｎＩＨをおろすと．

ＩＨ－「iUE]ロ

－３８－ 



Ｓ関数ツー－３ｚ＋２について

'1）エニー'のとき．,のfHはロロである。 ①－１②４③１０５⑨８ 

｡－４⑦－５０－２⑨－８⑭その他

①２②－２｡\｡-W⑥－１８ 

，；⑦３，－３゜！⑭その鑓

①ｙ＞1３②夕＜U３③,＞－１３｡ｙ＜－１３０ヶ＞－１０

⑥〃＜－１４⑦ｙ＞－】７０ｙ＜－１７。ｙ＞－１５⑭その他

のU２③－１２③－４、４０－３

③３⑦-'３，－３｡-！⑭その他

１２）ツー８のとき．Ｚの価は１１２，である匂

l3lエ＞５に対応するｙの範囲はＵ３である。

(4)エが】から５まで盆わるときの変化の別合は

１４Ｊである。

６２点（３．０兆（０，４）を通る沮伍：と

…:'一;曇+2…。
(】］直“の方程式Iz両ｊである。

４
５
 

十
＋

■
Ｚ
 

３
ｌ
４
４
ｌ
３
 

フ
ｙ

③
⑥
 

①'一十４｡，…+４ｏ'一ｻﾕ十.４
｡，‐;…。，÷+３⑦'一:曇十４
⑥，‐;璽十３⑭その他

①（１．５） 

ｏｍｂ４） 

③（－１，‘ 

⑦（３．２） 

③（１，３） 

⑪（３．６）⑥ 

｡（－２． 

－３．２） 

ｌ）｡（３．３） 

⑭その他

③(;.” 
⑭その他

１２１適職、をえがくときｃその直瞭上にある点は
－－－－０ 

１６である。

ｊ
ｊ
 

肥
－
５
５
’
２

ｇ
ｌ
５
６
ｌ
５
 

く
Ｉ

②
⑦
 

③(鰐）
③('.;） 

｡(綿）
｡(鰐）

①(２$） 
､(3,3） 

I3I21jU線2.ｍの交点の座標を正しく求めると

ヱブである。

４
 

４
 

＋
２
 

＋
２
Ｚ
＋
 

二
＋
２
３
ェ

４
３
工
一
△
３

－
ｌ
可
》
く
く

く
く
ク
ク

ワ
ダ
ダ
Ｊ
１

叫
ｏ
２
４
 

２
４
＋
＋
 

＋
＋
工
エ

毎
エ
１
３
４
｝
３

３
１
３
シ
く

く
く
ワ
ｙ

ｙ
Ⅳ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
 

ゲ
Ｊ
１
⑦

③
 

４
 

４
 

＋
２
 

＋
２
ェ
＋

エ
＋
△
３
ｚ

４
３
エ
ニ
１
－
３

』
’
’
３
く
ア

ン
シ
ヅ
ｙ

ｙ
ｙ
ｌ
ｉ
Ｌ
 

ｌ
ｌ
⑥
 

②
 

５
 

５
２
２
＋
 

＋
＋
＋
エ

エ
エ
ェ
４
’
３

４
丁
１
－
３
１
３
｜

く
く
く
く

〃
ｙ
ｙ
ｙ

ｌ
１
Ｌ
グ
ー
ｌ

①
③
 

(4ｌ２ｒ１ｉＢＵ．、でわけられた平面のうちで．隙

点を含む８３分を連立方程式で表すとＥ15丁．
である。

｡(鰯…
７．コ、ｂ、ｃ、。、Ｅ、ｆの６人の生徒から．

４人のリレー遊君をきめたい。

（１）士らIY1番を考えてきめるとき、「画１
通りのきめ万力[ある｡

ｏ６ｏ 

ｏｌ５ 

②２４ 

⑦６０ 

③２５６ 

０１２ 

③３６０ 

⑥1２０ 

③３２０ 

⑭その他

(2’上る項番まで考えないとき．［亜通
りのきめ方がある。

①1５ 

，６４ 

②９０ 

⑦２１６ 

③２４ 

０３６ 

ｏ３６０ 

ｏｌ２０ 

⑪６０ 

⑭その他

３
万
ｌ
函
１
面
４
Ｂ

①
⑥
①
③
 

Ⅱ
’
３
１
一
助
４
百
２
一
喝

③
⑦
②
⑦
 

Ｉ
馬
１
通
２
’
３
１
田

③
③
②
⑧
 

１
－
６
１
百
２
－
５
３
’
５

。
⑨
③
③

⑥； (3１(1)において．ａが峨後の産肴となる確執i
Ｆ￣￣￣ 

’２１である。
⑭その他

⑨； (4)１２)において．ａ．ｂの２人が、ともにえら

ばれる確率は［亘）である。
⑭その他

彼の問鞄は下にその解客をかけ。

８．ＸＯＹのiUOXkに２点Ａ、Ｂを．辺ＯＹ上Ｉ

らよう6ことり．ＡＤＢＣの交点をＰとする。

１１１Ａ、気ＢＣを型１１ﾉﾘせよ。

（2ＩＯＰはＸＯＹを２可分することを証qlIせよ。

（３）２０Ａ＝ＯＢのとき．ＡＰ：ＰＤはいくら力も

Ｂを．辺ＯＹ上に２点ＣＤを．ＯＡ＝ＯＣ・ＯＢ＝０，

理由をのべて求めよ。

－３９－ 

０ Ｘ 



中３数学標準学力テスト

10次の叶耳をすると

’1,1/Ｉｒ－３ｖＴ・３〃＝ｍ

Ｉ２ｊ（v万一十Ｖ百）２－（応一だ)９＝－万

週!晋＝□
２．．［の方伍式に⑱いて

Ｉ１Ｉｚｒ－ｚ－ｍ＝Ｏを解くと．エー４

１２１（エ十７）(上－２）＝（２ｚ－３）い－ｌ）を脾〈と

ど＝5

30次の式を因蚊分解すると

ｌｌＩ６ｚ３－３６ｚ－６＝６ 

U4V丁＠GVす

⑪その他

①0①３③４○イゴ

…饅。2M罪2V可

①４③３．４①４．－３’０１－４．３ 

⑨５土､5°５土２，/２＠sエ６，２し－６上2S２

⑨５土､唾⑭その他

①（2ｚ－３)(ユエ＋2）③⑫ｚ＋3)｡ｚ－２）Ｑ)(2ｚ＋2)(３３－３）

(9)（6エー6)(ｴ＋l）②(3ｚ＋3)(Ｚｇ－２）｡(6乙十2ルー3）

⑦（6エ＋Iルー6）(9)(6ｚ－ｌ)(F＋6）(9)(6エ＋3)仁－２）

⑭その他

｡（ａ－ｂ)(ａ＋ｂ－ｃ）、⑯。ｂ)(ａ＋ｂ－ｃ）

③（ａ＋ｂ)(Ｊ－ｂ－ｃ）｡⑭－ｂ)(ａ－ｂ－ｃ） 

⑨（－ａ＋ｂ)い－ｂ＋ｃ）Ｏ（ａ－ｂ)(ａ＋、)(ａ＋ｂ－ｃ）

⑦（ａ－ｂ)⑭＋、）(ｃ－ａ）⑥い－ｂ)い－ｃ）(ｂ－ｃ）

。（ａ－ｂ)(ａ－ｃ）(ｂ＋ｃ）⑭その他

'２１・'一ｂ２－ａｃ十。ｃ＝二口

４，１辺20■の正方形の砥の四すみから

右の図のように．正方形を切り取って

折り曲げ、血方ＩＩＢの1,を作りたい．こ

のと３゜切り取る正方形のｌ辺をご…

で心乙亜万体のＧＩ血組をｙ国とすると

J1ユエの囮堂とほる。

（ｌＩｙを．＝を用いて表すと．,＝ ⑪－工2十判

Ｕ－４ｚｚ＋４００ 

①－８ｺz＋8ｏｚ 

⑪その他

①Ｏ＜エ≦ｓ

ｏＯ＜ｚ＜ｌ０ 

ｏＯ＜ｚ＜１５ 

⑭その他

①0③１ 

⑦1００２０ 

①－２ｚｕ+2Uご

＠－４ェ2020

⑨－脚ｴｺ十8oｚ

Ｑ－４ｚＦ＋2Ｕｚ 

⑨－８ェ』十4Ｕｚ

(ｇｚ(2U-2zy 

８となる。

Ｕ
い
、

二
二
く

工
エ
ユ

ニ
ニ
ー
く

Ｉ
０
０
 

⑧
⑨
、

望
瓠
藝

■
ヱ
ェ

ニ
ニ
ニ

ー
０
０

①
⑨
⑨
 

Ｉ２１この囲放の定凹設は｛ｚｌ９｝である。

o３ｏ４ｏ５ｏＷ 
Ｏ２００⑭その他

I3jGl面積６１般大となるのｲﾕ･エー’１０１のときである。

5．｡，＝２エーュ⑤ツー－２エオ

、ｙ＝い－２)t＋Ｉ⑪ｙ＝－ｇ３

Ｉ１Ｉ上の４つの阻畝｡～、について答えよ。

①ユ

｡ａと。

①ｂ 

⑦ｂとｃ

Ｏｃ 

Ｏｂと。

④。

⑨ｃと。

⑥ａとｃ

⑭その他

１４つの凹放のうち．エが､､皿すると合．常にｙが紙沙するのは

’１１である。

Ⅱ４つの四敗のうち、ｚｂｔＢＵｍすらと色、ｙが戴少からjnmに変

わるのは区である。

、４つの四敗のうち．エがどんな位から量化しても、平均の蕊化

の剖合畝一正でめるの０３－同一である。

Ⅳ０つの四敗のうら．エがどの因から糞化するかによって平均の

丘化の別合１３度わるが、その符号の愛わら危いのは’１４‘でめ

△．－４０－ 



１２１⑤の関政，＝－２２において．定邑域Ｘを

Ｘ＝ｌエ１－２≦ｴ≦４｝とするとき．次の問いに答えよ

】伍域Yは．Ｙ＝１，１［､□）である。 ①-16≦Ｗ≦－４②-16≦J≦0○－８≦y≦-32 

｡o≦,≦－錘⑤-32≦，≦０｡-型≦y≦－８

⑦－８≦,≦００－鈍くｙ＜0⑨－８≦y≦３２
⑭その他

①，'ｺﾞﾉの遥囲敏で’'二岸ｲｰ蚕
③，'`/の逼鬮政で,に--J子＝
＠Fはノの逼四政で，'二房Ｖ=百＝

｡'は/の迫関政で昨岸土ｲｰﾁ了
｡'は'の逗鬮政で’１ﾕ岸鈩
、ノは２次Hg蚊だから．連BU紋は存在しない。

⑦，Iユ】対多の刈応だから、通関敏でI」ない。

⑨，は多対ｌの対応だから．ｊ里､U政ではぱい。

③Ｐｌユー皿対応だから、逸田数ではない．

⑭Pは多対多の対応だから．逆関数ではない。

Ⅱ対晦ノ：Ｘ－Ｙの逗交'１５０：Ｙ_Ｘは．／の逆関数とし､えるｳ､。

このことについて正しいのは[工である。

6． 左の図は止四角すいＡ－ＢＣＤＥ

の几収図である．

(11閉山の△ＡＢＣの面檀はl~i７－１

㎡である。

八

①ｌ８ 

ｏ３６Ｖす

③” 

①厄侮
' 

⑨6VＴ 

ｏ９ＶＴ 

厄
伝
９
９
 

，
⑨
 

ol8VT 

⑭そのhｈ

、

'2ＩＣの正四円すいの高さは口亘］

雨である。

①３ 

，Ｗす

、3Vす｡”訂

③ＷＩＴ⑭その他

③４５ 

①31/百

③６ 

。3VＴ
Ｂ 

Ｃ 

７，ある凸多1h体の⑪0麺が８．辺の故が12であるとき．、点の数は

１１９１である。

４
９
 

①
⑥
 

③５ 

⑦1０ 

ｏ６ 

ｏｌ５ 

⑨
”
 

⑤８ 

⑭俵虫らない

８．石の図は．Ａ、Ｂで交わる２１U１０，０があってＯＢの廷艮が円０．

．と交わる点をそれぞれＥＣとし、ＥＡが円O'と交わる点を、．Ｄ

における円Ｏの接峰を、Ｔとしたもので、二ＡＥＢ＝ｚ8.二ＣＤＴ＝糠

である。このと＆次の角の八s割｣いくら力、

（１１二ＤＡＣ＝ｒｚＴｌ

Ｉ２）二ＥＡＢ＝Ｌ２Ｌｌ

(3)二ADC＝画

Ｅ 

丁

●
ｏ
 

“
鴎 ②組。

｡70。

》
”

●
◎
 

画
四 ⑤62. 

⑭その他
〔以下“の解靭2．このＩⅡ紙に妃人せよ。〕

９．Ｆo〕jhlま．あるテストにおける【Hlliと社会の成戦を氷していて、皮Bi分布をグラフに我わすと、どちらの教科も左右対称芯111国となった。

国８５．社会とも加点であったAXlは、全体の中での成価の願位について、どちらの放科が上位にあるといえるか。理由をつけて答えよ．

１０．２定点Ｐ．Ｑに対して職分ＰＱを几込む角が30゜であるような点のH1合は．どのような図形となるか。その図形を作図し、その図がＬＬぃＣと
を歴明せよ。

－４１－ 

ＭＬ」E１点
Ｉｍｌ 

仰甲凹亜
い）

国語 ６２ ７ 

社会 ５９ 1２ 



数学Ｉ標準学力テスト

□次の各式を展開又は因数に分解せよ。

（１）（工＋２)，＝

Ｉ２１工2＋エｙ－６ｙ２－工＋７Ｊ－２＝

回次の式を簡単にせよ。

エ＋３．（工＋、2－
''１点☆,－－…4ママ豆=万w-

l2l弓ﾅﾆﾐL+芸当L＝（i＝､ﾉｰ!）

'3艮繧-号＝
（４）J14-2V45＝ 

回次の方程式又は不等式をとけ。

（１）２エコ＋３三一２エー３＝O

I21JE2-4＜Ｏ 

団璽２－２錘＋３＝Ｏの2つの解(根)をα、βとするとき、次の各式の値(1)~(4)と方程式(5)

を求めよ。

（１）α＋β＝(2)αβ＝（３）α2＋β2＝(4)α３＋β3＝ 

（５）α2＋β２，α3＋β3の２数を２根とする方程式を作れ。

回２次関数沖)＝蔓２－２(ｋ－４)工十2kについて答えよ。

（１）ノに岸０が２つの異なる実数解（根）を持つようにｋの値の範囲を求めよ。

（２）すべての実数エについて、常にｆ(工)＞Ｏがなりたつようにｋの価の範囲を求めよ。

回２点Ａ（１．１）．Ｂ（７，－８）について次の各問に答えよ。

（１）２点ＡＢの距離。

（２）線分ＡＢを１；２に内分する点の座標。

（３）直線ＡＢの方程式と点（４．３）から直線ＡＢまでの距離。

（４）Ａ，Ｂから等距離にある点の軌跡の方程式。

（５）Ａ，Ｂを直径とする円の方程式。
→ 

□ず＝（1,1）ｂ＝(－１，１)のとき次の各問に答えよ。
→→ 

（１）２ａ－３ｂを成分表示せよ。
→ →→ 

（２）ｐ＝（３．５）をａ．ｂを用いて表せ。
→→ 

（３）ａとｃ＝（２．ｃ）カメ平行になるとき、ｃの値を求めよ。

－４２－ 



－少－か－の一か

平面上に点Ｐと△ＡＢＣがあって、ＰＡ＋ＰＢ＋ＰＣ=二ＡＢであるとき、Ｐと△ＡＢＣとは回

どんな関係にあるか。

回次の各問に答えよ。

I11cosA=;のときSim?A-coszAの値を求めよ。
（２１２s､；・tanf･COS；－１の値を求めよ。

Ｃ 

（３１ｓ、２０＝ａのときcoc200Pをａで表せ。

（41ｍ（２０－；）＝《丁をみたす値をＯ≦０≦；で求めよ。
回△ABCにおいて三A=60..ＡB＝３．ＣＡ＝2のとき

(1)ＢＣの長さを求めよ。

（２）ＡからＢＣへ下した垂線の長さを求めよ。

回次の各問に答えよ。

ImI0g3茎＝；をみたす曇を求めよ。

（２）不等式10畔＞lOgl2を解け。

I3110gio25-210gi｡;を簡単にせよ。
（４１関数ツー２諺と，＝lOg2エの定劉或、値域を述べて２つのグラフの位週関係を述べよ。

回定義域に属する任意のp，ｑについて

（１）／（ｐ＋ｑ）＝池)＋／(q）（２）ノ（ｐ＋ｑ）＝（p)．/(q）

（３）ブ（Ｐ.ｑ）＝/(P)・ブ(q）（４）ブ（Ｐ．ｑ）＝（P)＋ブ(ｑｌ

（５）ノ（ｐ＋１）＝ｆ(p）

をみたすものをけ)～(力)の中からえらべ。

（ｱ）／(工)＝３Ｚ（ｲ）ハエ)＝工２（ｳ），(工)＝と
二

（ｴ）ブ(ｴ)＝２エ（ｵ）／(工)＝lOgio工（力）′(ヱ)＝Ｓｉｎ２元Ｚ

国次の各間について答えよ。

（１）ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌの文字をすべて用いて何通りの順列ができるか。（、／のままでよ(、

（２）９人を３，３，３人の３組に分ける方法は何通りあるか。

（３）３個の硬貨を投げるとき、少なくとも一個は表が出る確率。

（４）ある試行でP(E岸04,Ｐ(F医06,Ｐ（ＥｎＦ）＝０２のときＰ（ＥｕＦ）とＰEIF)を求
めよ。

-４３－ 



中１

－４４－ 

正答率（＄）
100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

項目

ＩｌＩＩＩ 

８９￣－ 

8７ 

８７ 

９３岸

８５ ￣ 

9５￣－ 

9２ 

９１ 

9４ 

9８ 

9１ 

8８ 

4７－ 

,ノー＝

8３ 

８１ 

￣－ 

￣－ 

7７－－ 

7４ 

７３ 

￣ 

■ 

6０-－ 

2２￣ 

１８￣ 

１(1)築合の交わり（ＡｎＢ）

(2)典合の結び（ＢＵＣ）

(3)補築合（Ｃ）

(4)ＡｎＢ 

151（ＡｕＢ）ｎＣ 

２（１）正負の整数の加減

(2)正負の分数の加減

(3)絶対値

３（１）式の加減（堅係数）

(2)〃（分数係数）

４（１）文字式をつくる（紙の分配）

'2１”（食塩水）

(3)”（天秤）

５１１）方程式を解く

(2)”（移項）

(3)〃（分数係数）

６不等式の解の築合

７（１）対応とUU数（対応する要索）

１２）〃（対応は関数か）

(3)”（逆対応は関数か）

８三角形の性質

９錐体の体樋

1０作図法の匝明



－４５－ 

適否 主な誤答例($） 考察

○ 

○ 

Ｏｌ 

ｏｉ 
ｏＩ 

○○○一○○

ＡＵＢを答とした者（６）

ＢｎＣを答とした者（７）

Ｏを自然数とした者（９）

－工-12（６）７ェ＋2４
７工（29） 1２ 

７工＋2４（６）その他（７）

(13） 

○○○ :(5) 
エ
ー

1００ 
(10） 

集合、記号とその意味はよく理解されているが．交わりと結び

を取りちがえている者が約10％。

(4)の正答率が一番よいのは、選択肢（I⑭その他」が正解）に

問題がある。

－ａ－ｂ＝－(Ｕ－ｂ） 

－｡＋ｂ＝_(α＋ｂ） 
とした者が４＄、それが式の計算

（３の(2)）においては19％と増える。

乗除の針算問題が不足していた。

｢式の針算｣と｢方程式を変形する」の違いをおさえる｡

(式計算では分母を払うことばでぎないのに払った者33％）

分数型になると式変形が混同し、デタラメとなる｡(計算力不足）

食塩水の掴度の問題は理解不十分で定冠してい救い。

Ｊ １ 刀ｑく他２のそ○○○ 
方程式を解くのに移項が関係すると．誤答が15％も増す。

移項について、十分指導しなければならない。

○ （０，１，２，３）(6)その他(9) 数値を代入しないで、式変形をしたのか？正答率悪い。

○○○ 
１（６） 

１：ｌ対応である（７）その他ＵＯ

関数である（７）その他（14）

｢対応」から「関数の定穫」への導入部が定着していない。

Ｘ 30゜（８），２５゜（７）その他（11） 三角形の性質を２つ使うため．出来がよくない。

Ｘ 
１：３（27）１：６（23） 

１：４（15）ｌ：２（６） 

IHI題を十分理解せず、Ｖ２をとりちがえている。

(Ｖ２をもとの直方体の体積とした者、半数以上）読解力不足。

× 
とりあげた図形は適当であるが

証明不充分（28）

理由づけの経験が少なく、記述にとまどう。
(経験の積並ねが必要）



中２

nつ一間

Ｈｇ 

｢」

Ｄｊｄｋ化のＨU]邑

－４６－ 

正答率（＄）

１００９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

－ＦＦＦＦＲ－Ｆ－ｌ－１－Ｉ－－Ｔ 

9４ 

９２ 

8４ 

焉司口罹「回ヨョ伊鋒〉詫堅刃」
２（1１ を解く



茜ＤｒＰｆｍＴ弓十十超エの酎算と万樫五の凶HIIがつ力

ＤＨｈＩ子浜択したりⅡ‐＋－，□ 

FDjT、三仁弔

hfJ叺駐

L[形の体楓上

勾接円の半径と面偲

ので．標準間煙

四弐の誤った＄のDRI６％

ゾルf、、Zr 与遥ﾑｶｴ六弐<輝

確率の正答Z私が極端に怨いのは＿Ｈ田鷺が十分理解

の三角形の合宿

ｂｆ２ｒ盈階－．３段階、

口２の段階では．lilfl

－４７－ 

適否 王な誤答例(形） 考察

○×○○× 
○○○○× 
○○○○ 

○○ｏｘｌＯ○×ｘ 
ｏｘ○ 

８ｍ（５） 

－３α＋l４ｂ（７）その他（17）

エ≦４（11）

その他（７）

その他（14）

4.5（13） 

52：２２(12ノ５：２（４）

２３：５３（５） ２z：５２（４） 

４（23）３（11）無答（13）

ｼ＞－１３（14）ヅ＜1３（11）

－１２（６） 

ツー:工十4(9)ｼ÷+4(7)

その他（13）

無答（10）

1５（８） 

3６０（10） 

命('8)念(6)
:('0)烏('0)ｈ(8)

無答（25）

理由なしで答のみ（25）
無答（39）

式の計算と方程式の区別がつかない。（式の計算で分母を払う）

12'で-;α砦b…は｢その他｣を選択し…はないか。

迎立方程式や不等式になると、正答率が極端に落ちる。

計算力をつけることが必要。

柑似形の体fii比が定着していない。

三角形の面積、平付四辺形の性質はよくてきている。

(3)内心の意味の理解だけでなく、内接円の半径と面積が結びつか

なければならないので、標準問題としては、難かしい。

式で表された１次関数について、その対応は十分理解されている。

式とグラフが結びつかないため．定義域に対する値域の理解が十

分でない。

傾きの誤ったものが16形．

計算刀の不足から、(1)から(3)において正答率が大きく落ちる。

不等式による領域表示は．中３から中２へ移したことがよくなか

ったのではないか。

順列・組合せは、よく理解している。

確率の正答率が極端に悪いのは、題意が十分理解できないのか、

それとも、同棟に確からしい意味がわからないのか不明である。

2つの三角形の合同条件は、１段階ならば定着しているといえる

が、２段階、３段階の証明では極めて悪くなる。

中２の段階では、順を追って細分化した出題が必要と思われる。



中３

正答率（%１
１００９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

￣Ｉ 
項

１（１）無理数の加絨

（２）”乗法

（３）”除法

２（１）２次方程式を解く

9１ 

8７ 

9４ 

8２ 

(2)”（展開・整理･解の公式）5３ 

３（１）因数分解（一元二次式）

（２）”（三元二次式）
~－－－￣－－－－－－ 

４（１）関数表示（直方体の側面iRi）Ｉ

8２ 

7２ 

4３ 

7５ 

⑪ 

減少7６１ 

7３ トーーーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Ⅲ平均の変化の割合

Ⅳ” 

１２１１関数の価域

9１ 

5８ 

５６ 

Ⅱ逆関数3２ 

６（１）三平方の定理（錐体の側面積）

（２）”（錐体の高さ）

5０ 

7３ 

8７ ７オイラーの定理

9８ ８（１）接線と円周角

（２）直径と円周何

１３１内接四角形

7５ 

6４ 

９標邸個差2７ 

1０作図と証明型

－４８－ 



－４９－ 

召適

’○○○ 

○○’○○ｌｘｘｘ○○○○○× 
○○ 

主な誤答例(＄）

その他（６）

その他（５）

４（７）－４．３（５） 

5土４１/丁（６）－５土21/す(6)
その他（14）無答（11）

(６エー１）(工十６）（12）

(α＋ｂ）(ａ－ｂ－ｃ）(7)無答(8)

１１K面を加えた者（１９ル１つの側面
(18）、体破（５）
O≦J[＜1０（９）Ｏ≦工≦1０（７）
O＜工く2０（６）

ヱーヂ08ルヱー'('2）
ヱー0（５）、その他（８）無答（５）

ｙ＝－２エ』とソーーガ（８）
ｙ＝２エー２とｙ＝（工－２)2＋1(５）
ツー－２.罠とツー（工－２)2＋ｌｑ４）
ｙ＝－２五（５）

ｙ＝－２ｒとﾂー（工－２)2＋１（１８）
ｙ＝－２万（１２）ツー２工一２と

ｙ＝宅Z｡（５）

-3墨"≦－８(24）０≦y≦-32（８）
－８≦ｙ≦－３２（６） 

８(ｻﾞ１８(82ノ鍵(｛?）
61/202）９Ｖ可（８）２７（５）
361/丁(5)721/す(5)その他(8)
その他ｑｌ）

考察

簡単な無理数の計算なので．よくできている。

(3)を誤った生徒は、平均的な生徒で．下位の生徒の中には少ない。

類似した解答が多いため．解答嫌式に．とまどいが見られる。
展開・解の公式の２段かまえのilf算力は、すこぶる弱い。
計算および公式の適用に、十分時１１０をかける。

誤答24名の中、２０名は６を６ｘｌと索因数分解しているから、計
算ミスは符号の誤りである。
共通因数をある文字について雛理する見方から発見させるl郷も必要

設問の側面欄の理解か不十分今lIi導も役1111の仕方にも一考を要する

関数表示を、定義域と共にグラフ術鄭に力を入れるべきで、この

問題では、定護域Ｏ＜工＜10の中間の価工－５をもって最大値と

安易に答えているものが目につく。

増減に対しての変化の割合が十分結びついていない。

グラフの理解が不十分（錯の生徒）で．それに伴う関数の墹減、

値域、変化の割合などを徹底的にI斤導しなければならない。

設問の意味を十分理解していない生徒も多いと考えられる。

値域の求め方に両端のＺの値を代入した生徒（３１＄）

逆関数ではないとした者(６１＄)。逆関数を、式で解けることと、
関数であることとを庇同している者(３０＄）

三平方の定理は理解されているが、厭哩数の８１算ミスが目立つ。

Ｏ 

Ｌ） 

○ 

○ 

○ 

× 

９１°（18） 

48°（５）７２゜（５）
その他（12）無答（８）

１Ｎ鑑かよい（理【h不十分）（24）

社会がよい（49）

作図が不充分で理由は正しい（27）

作図が不充分で理由は正しくない(28）

ｖ＋ノーｅ＋２の公式が（M1面は変になる）のゴロ合せでよく記
憶されている。

接線と弦のなす似lは．よく班解している。

中心Ｏをj、ることを見落している生徒か多い（18＄）

２段がまえの推論はやや落ちる〃

設問の仕方にも問題がある。続計のl荷導も徹底させる必喪あり。

作図の解が２つあるのに気付かなかった者が半数以上。

(作図問題の経験不足）



高１

Uの丁72号訂

ユＩＤ

－５０－ 

正答率（＄）
100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

項目

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 

２ ８ 

０ 

０ ９ 

７ ８ 

１ 

４ ９ 

５ ７ 

００ ９９ 
３ ９ 

３ ７ 

２ ６ 

５ ４ 

仙糾網

００ 

４ 

９ 

８８ 

８ 

８ 

０ ９ 

２ ８ 

６ ８ 



－５１ 

適否

○ 

○ 

主な誤答例(＄）

j[｡＋２云十４工＋８（４）

無答（21）

考察

公式が正しく定肴していない。（係数の３を落した者が６＄）

２次元以上の式の因数分解ができない(５人に１人は手をつけない）

ｃｃ○○一○○

○○○×ｘ○○’○○○○○○．○○○ 
○ 

:('0） 

(工－１）（工十１）（２工＋３）（８）

照答（４）

エ＞２ ｡「

無答（４）

無答（10）

エ＜－２（４）

ｋ≦２，８≦ｋ（４）無答（７）

ｋ＜２．８＜ｋ（４）無答（25）

(５．－５）（５） 

無答（４）

無答（33）

無答（15）

(工－４）
２ 

無答（１４）
十(ﾂﾔ;f＝117'5１

焦答（７）

ｃ＝1（４）無答（４）

無答（14）

単純なミスとｕLわるものが多い。

１２１で分母を４－８＝４－１＝３とした誤りが11発

(1)で因数分解だけしﾉｰものが14％、「方程式を解く」が理解され

ていないのか。

｢(1)、(2)の結果を使って(3)、（４１」という様に思考が２段階になる

と、正答率力$約10％おちる。

(1)、(2)→(3)．（４）→(5)と瞥考が３段階になると、さらに

10％位おちる。

方程式に「＝Ｏ」を落した者"l多い。（１４％）

関数とグラフの結びつきがなく．面観的に理解されていないため

か、正答率が低い。

(2)で－万の座標のみ正しいものは５分

(3)ｙ切片の墨っているものは６＄

(4)距離の公式を理解し､覚えていないため無答が多い

151ｼ切片の誤っているものが28％で、傾きの誤っているものは
10＄ 

161問題の割に正答率が低い。半盗の誤っているのが22％，

(1)の正答率90＄にしては．半径が求められていない。

基本問題である割には出来が良くない。

標準問題としては、騰導形式（位iHベクトル浅示をせよ）が必
要ではないか。



正答率（＄）
1００９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 項目

９(1)”〃２８＋ｃｏｓ２０＝１の利用

(2)三角関数の位

(3)三角関数の相互関係

(4)三角方程式（正接）

8２ 

4５ lul)余弦定理

(2)三角形の垂線の跿さ

11(1)対数方程式

(2)対数不等式

(3)対数の性質

１４)指数関数の定養域、航域

対数関数の定鍵域、値域

２つのグラフの位世関係

8４ 

１７－－＝ 

7０ -－ 

Ｉ． 8７ 

8６ 

トー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－9４ 

8５ ：＿！ 

l2Ul淨:濡訓pMq,）
（２）” 

（／（p十q）=/ｌｐ１.（q)）
（３）” 

（／(p･ｑ）=ﾐﾊﾞp)./(q)ノ

（４）〃

（／（p･ｑ）ニゾ1p)t/iq1）

（５）〃（／（ｐ＋’）＝八p)）

￣ 7６ 

７８ ￣－ 

7９ ： 

8８ 

８６ １３(1)砿襖順列

(2)組合せ

（31余事象の確率

(4)確率の加法定理

条件つき確率

６１ ￣￣ 

9０ 

9２ 

7０ 

－５２－ 



－５３－ 

密一○○ｏｘｌｏｘ
○○○○○○ 

○０ｘ○○’ 
○×○○○ 

主な麟答例(先Ｉ

言(5)
無答（16）

±α(23)､''1-三Ｆ(9)無暫17;

無答（24〕

無答（15）

l/す（８）、無答（37）

エ＜２（44ルエ＞２（24)､鯖叡６：

,o(7ル２/鱸:(6)

オ（10）

イ（48）、ウ（21）、ア（５）

エ（９）ウ（５）

ウ（６）

1６８０（20兆５６０（７）

024（12）、０．２（６）

考察

６０s２０十ｓj〃２０＝１は定濁しているが、弧度法、基本的な

三角関数の値．公式等は定葡率は悪い。その原因としては、

（１）三角関数は、実際に適用することが動概付けになっていな
い教材で、関数の－繭としてやっている。（対数も同棟）

(Ⅱ）反復練習が少ない。

(Ⅲ） 一度に多くの公式が出てきて、バラバラに記憶されている。
（系統性を欠く）

その対策として．ｌＨ卯を系統化する。また、定理・公式の征明を
生徒が自分で見出せる魁考活動の発達を確立する。

(2)より関数の1M囲性を25％の生徒が無視している。また、

ヅーノQgdｴの定幾域を理解しても、不等式/Qglエ＞/QgL2の定紐
２コ

域工＞Ｏを忘れる生徒が半数もいることは指導上、特に注意する

必要かある。

関数的性質より、代数的式変形に頬きがちである。

(3)において２つ選んだ者は９％にすぎない。

指数関数．対数U０敗についてはやや悪い。

重複順列や加法定Euは．定着していると考えられる。

組合せでも、３人ずつ３つのグループ分けという少し段階の高い
ものとなると正答率が悪い。

条件つき確率の定幾には、十分時間をかけて指導すべきである。



〔数式の計算〕

－５４－ 

正答率（＄）

100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 
学年 1111皿

ｌｌＩＩｌＩＩＵＩＩＩ 

9５ 

9２ 

9１ 

【I）1 ２（１） 

(2) 

(3) 

8８ 

４７￣ 

３（１） 

(2) 

9４１ 

８３ 

８９ 

４（１） 

１２） 

１３） 

8４ 

６３￣ 

【I」２ ｌ（１） 

(2) 

９１ 

８７ 

９４ 

ＩＩＩ３ １（１） 

１２） 

(3) 

8２ 

７２ 

３（１） 

１２） 

8２ 

６７－－ 

商１ １（１） 

(2) 

９０ 

７０ 

８７ 

９４ １１Ｉｌ ｕ伝⑬Ⅱ
２ 



－５５－ 

内容 考察

正負の纂数の加鐘

正、の分数の加織

絶対値

。正の数．負の数の取扱いで、同符号の２数よりも異符号の２数の

場合正答率が低くなる。

-2千；→-(2十;)としたものは､誤答の中の半職に当る。
○｜｜を（）とIiHl-に扱った誤答がある。（４％）

式の加減（猿係数）

〃’ （分数係数）

○ 

○ 

α－（ｂ－ｃ）→ａ－ｂ－ｃとした誤答が多い。

「
1次式の加減で係数の分母を通分せず払ってしまうものか

非常に多い（３３％）

式をつくる

〃（食筥水）

Jザ

○ 

食塩水の痩度について、斑解されていない。

10発を10として式に扱っている。

式の計算（鬮項式の乗除）

”（ｌ次式ｕｊ加戒）

照理数の加減

〃乗法

”除法

illL繍蕊竺j二
31/万_６]/丁など

。（}/、,/す;－(,/百一,/す;で．
(ａ－ｂ）2→ａ２－ｂ２ がみられる

因数分解（２次式）

'′（複雑な２次式） :［ 
符号のつけ間迎いが多い。

わからない（８＄）文字が２轍以上の因数分解は、指導を微

「底式廿丞一

式の展開（乗法公式）

因数分解

０ 

０ 

公式が定着していない

白紙（21％）

分数式の乗隷

襖梁数の四11｣同↑算

分母の有理化

２`11根号をはずす

○大部分が因数分解の麟りである。

○（２－ｊ）（２＋ｊ）－４－１の誤り（10＄）と、２段構えの計算に

は、単純なミスが多くなる。

○２種根号のはずし方は、好成嫡ごが仰何二277万→'何－３

の誤答もある｡



〔方程式・不等式〕

－５６－ 

正答率１％）

100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

9８ 

ＩＩｌＩＩＩＩＩ 

8３ 

8１ 

8２ 

7７ 

７９￣－ 

7１ 

６８￣－ 

5３ﾄｰｰｰｰｰｰ－－－－－－－－－－－－－－－ 

学年

中１

中２

中３

問題

５（１） 

(2) 

(3) 

６ 

２（１） 

(2) 

(3) 

２（１） 

(2) 

７５ 

９０ 

９０ 

９３ 

８４ 

７３－＿ 

５７－ 

商１ ３（１） 

(2) 

４（１） 

(2) 

(3) 

(4) 

（５） 



Ｏ竪致Ｈ鳫致と分数田§数とのIIT卯ミスの差よりも．移項に伴う誤答】0

｡－不ユ舌豆ｒの琿解Ｚ

０１－叶算ミスの中に①不庄園

幾つ凸の釣

笙式の解が．その他の項に20楽で＿誤答@

●３次方程式のbUgh分廟

○Ｆ解と厩:政の関係が即踊 ｈの（約１０発

Ｏｌ－解と係数の関係と対称式の扱いの２屋柵

、1－αq＋Ｈ←（α＋６ｎＪ－２ＷＺ円

が＋β＝（α＋βＴ－２ａ８より鐘力

寺ＩＢＢ午

－５７－ 

内容 考察

Ｏ整数係数と分数係数との叶算ミスの差よりも、移項に伴う誤答が

多く、指導に注意が必要である。

不等式の解の災合 。

「
不等式の理解が不十分である。

三



〔関 数〕

iiピヒニLiL二i±緒
正

9０８０ 
－１－－－↑ 

川皿

７ｉｉｌ 

（2１ 

１３１ 

５（1１ 

１２１ 

１３１ 

7０ 
－１ 

100 

9】

7４ 

7２ 

9４ 中２

9２ 

6８ 

8０ 4） 

中３

刈
到
引
一
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

4３ 

7５ 

５ 7６ 

7３ 

9１ 

トー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－5８ 

(2)Ｉ 

Ⅱ 

５（１） １ 

(2) 

－１ 

９（１） 8２ 

121 

Ⅱ ５１ 

5８ 



E〕－２垂律ＦＤと武田で

、内容を＿解答の醒択型數の定誕

亟に力〕かわらす定韮Ｉ

、１ト式でP器

副面積という語の意味が．笛

関数の定發距

関数の殴大．、

関数の半｣這り:酸化の害

白の（30＄）一応卸関劉 函Ｉした＄の(６１発

０１要望数解－，＞[】ｌ寡F因饒

昌引ＦｍＡＥムグ)幽何Zhfl亜謹ＯＺＩﾂ〔関致□

〃＋［▽Ｄｒ－ｐ＝ＩＣ ワ十ＥＯＳ￣〃＝Ｕ、）Ｉ〃】しヨ

関避 UL本邨Iな111の＝１HIH

ｿ．冗十βなどの三角関数刀公式の理解に指狸がｲﾍ悪測数の相互関P

９１劃

－５９－ 

内容 考察

対応と関数（対応する要索）

肌′ （関数の定幾）

肌′ （逆対応と関数）

○ 

○Ｆ 

。

条件に適する対応は、一応つけられると考えられる。

対応の内容を、解答の選択によって途惑い､関数であるかど

うかの判定に的がしぼれていない。関数の定幾を、数式、文

章にかかわらず定肴させるよう指導が大切である。

１次関数の値

ﾉｸ 

１次関数の値域

1次関数の変化の割合 ＣＯ○○ 
式で表示された関数関係の対応値を求めることは、よく理解
されている。

定義域に対する値域の求め方に、グラフの結びつきが定蕃し
ていない。

ヅ＞－１３（14％）．計算ミスのため〃＜1３（11％）
1次関数の変化の割合は、比較的に理解されている。

関数表示

関数の定義域

関数の最大、殴小 。。○
側面積という語の意味が｡読みとれていない。応用題によ

る立式は、正答率が低くなる。

また．定義域についても、開区間か閉区間かどちらかに途
惑いがみられる。（23＄）

２次関数の最大、最小も標準形の変形を含めて指導の強化
が必専である、

ilTflrJiillfTlULliJ 



〔関数〕

-６０－ 

100 

正答率１＄）

9ＤｑＯＺＯ叩５０釦３０２０１ｐＯ
学年 間皿

ｕｕｕＵ 

４５￣ 

２４－－－ 

商１ 1０（１） 

(2) 

１ 
１７トー－－－－－

と三８６ 

８５ 

７６トー－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－

:－ 
８８ 



０－ｉ旨数関数一対数関数の相百関目§や＿式、

Ｏト間Ｑ召

露した袷の【４４例

攻関数の定義域。値睦

関数の性質を、抽象化し－隈［

ｈの（９粥）穀

－６１－ 

内容 考察

余弦定理

三角形と垂線の長さ

０ 

○ 

正弦．余弦定理や面積の公式など記憶していない。

三角関数は、全般的に正答率が劣る。設問にも注意力S必要であるⅢ

対数方程式

対数不等式

対数の性質

指数関数の定義域，値域

対数関数の定養域，値域

２つのグラフの位陞関係

○ 

○ 

○ 

指数関数、対数関数の相互関係や、式の変形についてはよく理

解されている。

関数における定義域が理解されても．方程式、不等式における

変域に関迎性がない。(2)について、工＞Ｏを落したもの(糾矧

対数の性質としての扱い、グラフとの関係は、比較的よく理解
されている。

関数と方程式、不等式の関迎性について、指導を強化する。

関数の性質

J汐

Jけ

jｿ 

" 

Ｏ式に表された関数の性質を、抽象化し一般的にとらえることは、か

なり定鞍していると考えられる。

○(3)では、正答が２つあり、２つのうち、１つでも正答とした。いず
れも２つを正答としたもの（９％）設問に一考を要する。



〔集合〕

MＨ皿

]090８【

１
 

■
■
■
 

■
■
●
 

－６２－ 

正答率（＄）

100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 
学年

9３ 

8９ 

ｌｌｌｌｌｌ 

－－－ 

8７ 

８７ ■ 

85ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ－－－－ 

中１ １ 

１ 

１ 

２旧刎剛
１ １ 

－ 

１ 

‐「ｊ‐ｌ「「詐一１１１
８ 

７ ２ 

861Ｅ 

6１ 

￣ 

,｡－｜ 

潔〒二J＝

商１

Ｉ 

Ⅱ 

１ 

１ ２個⑪

１ １ １ 

１ 

－ 

３ １ 



Ｏ染宅計り

肘の約５％

症率

飛麺

０１標nIilhl差０

ZJ歴台か治二雁呵1mの舷らはりＣＤｊｆ

理解されても．明確な理由付け的

町ぺ

ｈの（２０発

Ｏ確率のｍｉ空定理は定墹 ､函一垂Ｆ千｢;Ｔ＝ｂＩｆｊ聾Ｃ

－６３－ 

内容 考察

築合の交わり（ＡｎＢ１

集合の結び（（ＢＵＣ）

補築合（Ｃ）

ＡｎＢ 

(ＡＵＢ）ｎＣ 

Ｏ集合の記号とその意味はよく理解され、定濁している。

ｕと、の意味の取り違えしていろもの約５％いる。

順列

組合せ

確率

確率

ＣＯ －０‐０口Ⅱ１．００－０９‐Ｉ－ｏ－－Ｉｌ９Ｉｌ‐‐‐１，‐‐‐‐」「’‐‐‐‐‐‐‐‐１６－↓－－６６Ⅲ１－６６Ⅱ
順列組合せはよく理解されている。

(1)と(2)の取り違えしている６の約10％いる。

設問で、確率の意味が問える問題にかえる。確率の意味を

理解させる点で樹形図や、すべての場合の数を数えあげる

指導に徹すべきである。

計算のみで処理しようとして失敗している。

統計（標準偏差） ○ 標準偏差の考え方は、生徒にとって抵抗がある。誤答の中

には分布の度合が、平均値の散らばりの度合であることが

理解されても．明確な理由付けができていないものが多い。

（２４％） 

順列（重襖）

組合せ

余事象の確率

確率の加法定理

条件付き確率

○ 

０ 

公式の定着度からみれば、重複順列はよくできている。

設問は、組合せとして程度が高い。

娯答はgC3x6Csとしたもの（２０＄）

○確率の加法定理は定着しているが、条件付き確率の定義は

乗法公式、独立等と関連しているため．指導に注意を要す

ろ。



〔図形と方程式〕

【】0９０Ｈ［

〔ベクトル〕

－６４－ 

正答率（＄）

100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 
学年 問題

８１J 

８２ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ－－－－－－－ 

6２－ 

５９－－ 

中２ １ 

１ ２③Ⅱ 
Ｉ 

１ １ 

１ 

６ 

ＥＴＥ 
商１

１ 

１ 

１ ２③脇⑤旧
１ １ １ 

１ 

６ 

9０ 

８２ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ－－ 

８６ 

商１ ７（１） 

(2) 

(3) 

６１ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ 

８ 



○Ｆ面線の方圏ｍ６１ｆｌ芯筬ｕＪ刀雁

I&合としての画録も理解され．
罰練の杢点として血ウ方程式０

。’迎立不等式は．本校一画教育０

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ
 

ソてや．その公式かii乙四~どき工も。等刀

酊線との距Ruの公式）ほど＿成績は悪I，

の厨司因モカZ皿哩式れなｈ９民一qUj岸 ＢKへり

ユ胆

、ものnlZECの、Z分弱 ＯＦｈＲら庁君

ｈの（１０完Ｊ￣－，回石名ぎ刀

ｈの（ID先

畳の位11

－６５－ 

内容 考察

０ 

０ 

０ 

直線の方程式にはよく理解され定著しているが、叶算能力の
不足による誤りが目立つ。

点集合としての直線も理解され．それぞれの築合の交わりが
２直線の交点として迎立方程式の解となることも理解されて
いる。計算の段階で誤りが多い。

迎立不等式は．本校一画教育のカリキュラムの中で、中３か
ら中２に綴り上げた教材である。真理築合の表現としての領
域の指導は中２の段階では困難であるようだ。

LlfTrLl蕊liljl
ベクトルの成分表示

1次結合

ベクトルの平行条件 ○○○ －卜「「「一
成分表示、一次結合、平行条件等は、そのもの直接の解法だから

正答率は高い。

一次結合がわかっていないもの（10％）

平行条件がわかっていないもの（10％）

○位置ベクトルに直す、分解するなどの２段．３段綱えの段間に対

しては比較的正答率は低下しているが、その割には、よく理解し

ている。



〔図形〕

ＵＵｇＯＲ【

－６６－ 

正答率（＄）

１００９０８０７０６０５０４０３０２０１０ 
－－－１－－－￣Ｆ－ＦＦ－ｒ－Ｆｔ－－ｌ－－Ｉ－ 

6０ －－ 

０ 

ｔ 

学年

中１

問題

８ 

２２＋－－－－－－－－ ９ 

１８ﾄｰｰｰｰｰｰ 1０ 

８３￣－ 

５４－－ 

中２ ３（１） 

(2) 

8９ 

８４ 

１３崔一

１ 

２副

Ｉ １ １ 

１ 

１ 

４ 

9８ 

７５トー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－

６４ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ－－－－－－－－－－－－ 

８（１） 

(2) 

(3) 

２２トー-－－－－－－ 1０ 



－６７－ 

内容

三角形の性質

考察

○ 
大鄙分が理解している。＜ＡＤＣとくＡＢＣの関係をみるような

問を入れる。

錐体の体IRI ０ Ｖ２の取り迎え（50％）、比の順序のミス（14＄）、公式の
適用のミスなど目立つ。

作図の旺明 ｏ作図題で正しい理由の脱iUiも、何を根拠にして示すか生徒にとつ
て鯉かしい。

相似形と比（辺）

" （体fBi）

三角形の面悶と中線

平行四辺形の性質

三角形の内心

○ 

。

相似比の意味がわかっていないもの（15％）

比の順序、相似比と体積比の関係について､理解が十分でない。

Ｏｌ－二等辺三角形、平行四辺形などの図形の性質はよく理解され

－ている。

Ｏ内心の定幾とその性質は理解されても、応用となると醒皿となる。

三角形の合同 Ｏ直接合同条件の適用によって正答率がよい。

！。２段.３段櫛えの命題のためか.統括する観点に欠ける。Ｊ汐

線分の比

三平方の

j汐

無答者jbz39＄

まず高さの正解者が（約65％１，次に面

オイラーの定理 Ｏ公式定冠法の１つ。
｢根面（頂点、面）は．変（辺）に(2)なる。」

ｖ＋ノーｅ＋２

接線と円周向

直挫と円周角

内接四角形

○円周角については、よく理解されている。

Ｏ複雑な図形に不憤れで．推猫が２段栂えになると正答率は低くな

ろ。

直観的な誤答も目立つ（約15＄）

作図と征明 。
作図の解が２つあることに気づいていない。作図の問lHuの指導に注

意する。



指導上の留意点と今後の課題

（１）数学用脳・肥号の意味を理解させる。

①数学用語の意味を明碗に理解させる。

とくに、式の取扱いについて考えると、混同力f多く見られる。中一、３(2)の分数係数の式計算で分母を

払ってしまう者が３３＄、中二、１(2)で６７＄、鈩、３(1)の３次方程式を解くことを因数分解だけでずます

者が１４＄、４(5)の２敗を解とする方程式で＝Ｏをつけない者が１４＄など、いずれも式と方程式の混同による

ものと考えられる。

変数を含んだ式は

{lIl露撰室|騨鰯鯛:磯.碁…麺
の２種類に分15iされるが、学習課程は(1)→(Ⅱ)の順で行う。'1,学校段階では(1)のみであるので(1)．(Ⅱ)の混

同はみられないが、中一で１次方程式を学習する段階から混同が生ずる。

すなわち、後の学習が先の学習を混乱させているのであろう。解典合を求める（方程式、不等式を解く）段

階了荘意をうなjbfすこと力必要で、ストリヤール（「数学教育学」）の云うように次の分類をしっかり、おさ

えることがよいと思われる。

4:鱒彗繍蕊㈱
②鐸鐸己号の意味を明碗に理解させる。

いる者１０形、周一、ｌ２ｌ２Ｍ４定／（，＋９）と／（，．ｑ）の意味の取り迎いが１０＄など、妃号に関

（２）叶算カモつけさせる。

①反復練習を多くする。

中へ２で－ｏ－６￣－(｡－、），－ロ＋６－－(ｑ＋ｂ）と考え、中二１[11で（－４ｍ)２＝-16㎡

－６８－ 



とし、中三、３(1)で因数の符号のまちがった者が多い。さらに、中一、５(2)の１次方程式で移項を含むもの、

中二､２(3)の迎立方程式､中三・２(2)の展開、移項を要する２Ｄｄ７程式の解法について、単OGtK符号操作に関す

る誤りが見られる。とくに各学年の股初に現われる針』i[、すなわち、中一での正負の計算、中二での凪項式の

乗除、中三での無理数の叶算、高一での複素数の計算などに、Hlpbな叶算ミスが目立つ。これらがひいては、

中三６の三平方の定理を使って長さを求める問題、高一、５(1切判別式の問題なども三平方の泡里や判別式の

意味そしりつつも、結果がⅢ迎い、全体の成績を下げる大きな要因となっている。このような3f算ミスは成績の

上位、下位に関係なく見られ、学年が進むといくぶん減少する傾向が見受けられる。

計算力は反復練習によってかなり上連する面が多いと考えられるので、生徒に計算練習桜を与えるな

どして、独力で計算力をつけさせる必要がある。

②数学聴己法の意味を理解させる。

とく'こ鋪下位の醤について.噸-で一半--淵中二で(-…’-16,,f中三で3〃‐
６，/丁などと誤るのは、単に叶算ミスと考えるよりも、数学的妃法についての理解が十分でないためと考えら

れる｡す…2;-2+;3,/万-3x石.;こ-;x婆という…e麓力……-…
ｆ×‘＝ｑ７なども斑解されていないと考えるべきであろう。数学の現代化が叩Xれ、「思考力をつける」とか

「創造力をつける」とかがⅢ要視される谷lH3で「魁考力をつけるため」のあるいは「創造力をつけるため」の基

題的、不DII欠な計算刀がこんなにも低下した現実にわれわれは注愈を払う必要がある。すなわち現代化の目標

のみを追求し、内容の多梯さから既習牧材には時間をかけられない等の現実には一考を要すると考えられる。

（３）公式の定苗をはかる。

①公式の系硫化をはかる。

中三での三平方の定理から、高一での二点間の距月E、”"２８＋cos20-Iなどの定iH度はい論ｎもよい｡また

中三での変化の割合や、岡一での線分の内分点、平面上での内分点、位、ベクトルの考えなど直通的なものに

ついてはその定習度は闘い。しかし反復の少ない公式、たとえば、高一での点と直線の距忌はわずかに４０＄、

余弦定理では４５串の正答率しか得られない。これらの公式は導くのに手間がかかるし、直観的水耶から隅り

がありすぎる。

そこで、他の教材とからめて彼習し、その関連性より指導して公式の定石をはかるべきである。すなわち、

余弦定理はベクトルの内積とからめて、兀士βの三角関数は加H:定H』をfEって再び指導する。さらに、点と直

線の距覇は、点と平面の距用と対比させて記t底するなどの工夫が必要である｡反煙により既習の教材はさらに定

蕃することになる。

②公式記憧の便法を考える。

中三７でのオイラーの定理が８６＄の正答率を示したにもかかわらず、商一での三角関数全般についての定

着度の低さは、その公式の多概さもさることながら、オイラーの定理は「鰻面（頂面）は（＝）変（辺）に(2)

-６９－ 



なる」と：己憶させたからであると考えられる｡

このように本質的なIIT郡でなくとも1つの便

法としての公式の定租をはかる例は醤えられる。

すなわち、基本的な三内閲致値をおぼえるには、

右図のように、単位円をかいて、分子の根号の

中をｑ102,3,4,と変化させるなども、一工夫で

あると思われる。

さらに、（ロ＋ｂ)aのllHllllI公式は、理由づけ

は別にしても、パスカルの三ﾉﾘ形で憶えるなど

０ 
の工夫ができる。

③公式を作る姿勢を身につける。

’￣－－．－ 

１(￥,￥） 

） 

公式を本質的に定務させるには、公式の利用が必要となったときに、各目その導き方ができるようつねに術

導すべきであろう。

すなわち三角関数の多扱な公式はその導き方を一貫して脂導すべきである。すなわち．
１ 

ｓＤｎ２０＋cos2O＝１ 

s、０ｍ"Ｏ
－－－ 

ｃｏ'8０１ 

など

ｑ〃０

（－ｍｓｏ 

si"の

左図より

１ 
６０ｓ（汀＋８）＝－ｃＯｓＯ

ｓ８〃（冗十β）－－ｓ、６

など

また､s-;･胸よりs←;｡…cを響く｡さらに雄定…傭陶二倦衡､麺…樋へ蝋…基
へなどは、必ずその導き方を身につけるべきである。

(･小間囚を建合的にとらえる

①直観力をⅢ視する。

中三、３や、獅一、１の因数分解や展開の正答が９０＄にみたないのは、値等変形にあっては数値代入によ

る砿めぐらいはするという姿勢がないからであろうし、中二７で順列と組合せの個数を取り迎えているの:：、

組合せの個数の方が多いことに矛盾を感じないためである。さらに、厨－７(3)で（１，１）に平行なベクトルは

（２，ｍであることは画観的にわかるにもかかわらず、１０＄かわかっていない。

このような姿勢はつねに問題解法の際にぶれる必要があると考えられる。

③関数について縫合的な見方を鍵う゜

中一では7111に見るように、規則にしたが-’て対応はつけられると考えられるが、７(2)のようにこの対応が

関数かどうかの判定となると正答は２０＄近く下る。これは関数の定曇が定翻していないためと考えられるの
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で、有限蝋合の要累が数であれ、その他の具体物であれ、規則にしたがって対応をつけ、それに関数関係があ

るかどうかの判定を十分に指導する必要かある。

中二になると５(1)．(2)のように規則の定ま三,たものの対応の正答率はかなり高いが、定義域も値域も無限架

台で、さらに１次関数のように式表示され、変化の状態を問われる。すなわち５(3)のように、変化の様子をみ

るのにグラフを用いて画趣的に性質を考える必要が起こると、正答率は６８鬼と樹端に落ちる。こうなると

関数を聡合的にながめる態度が必要になる。

中三では、式表示された関数も複雑になり、中一からの既習の関数について、対応.定農域,値域､変化の状

態などを総合的にたすねる５の問題などに当惑が見られる。とくに､２次関数の値域をたずねる５(2)の(1)など

の正答率が５６形なのに形式的に端点を代入するという結果であり、２次関数の変化の状態をｴ2の係数のみ

で判断したりする。すなわちここでも後の学習が先の学習を混乱させている。

「司一になると、中二で２１百線の交点は迎立方程式を解くと理解しながら、放物線と工軸との交点はｙ－Ｏと

の交点だと考えられないし、11(2)で、対数関数の定養域を考慮せず正答率が１７＄に下る。すなわち関数

についての知識がばらばらに理解されていると考えられる。

とくに逆関数の指導についてであるが、中一での逆対応が関数かどうかの判定ができるにもかかわらず、中

三で逆関数を求めさせると、関数関係があるかどうかの判断もせず、いきなり工とｙの入れかえをやって、形

式的に方程式を解いて、これを逆掲数としているものが１３＄もいるのは、つねに逆対応が関数かどうかの判

断を下すことに慣れていないためだろう。ただ、商一の11(4)で指数、対数関数の逆関数がしっかりと定藩して

いる（正答率８７形）のは救いである。これは、中学よりの４年間でやっと身についた内容なのだろうか，

以上の分析より、関数指導の過程を見ると

（１）対応を考えて、関数かどうかの判断をする。

(Ⅱ)関数における定鍵域、値域を考える。

(皿関数の変化の状態を、グラフや、変化の割合を使ってながめる。

という順序になっているが､中一では(1)の段階まで､中二では(1)(ⅡⅡⅢ)まで考えるが､主に1次関数についての

みで、中三では３次関数まで、高一で三角関数や、指数、対敦関数など、各関数について、ばらばらに(1).(Ⅱ)，

(、の順で指導している。これでは周一までに学習するすべての関数について、総合的な見方が定着しないので

はないだろうか。したがって、研一の終りにあたり総合的に関数を見直すなどの指導計画をたてる必要がある。

（５）図形の鯖江の進め方を明確にさせる

中学における図形の計趾はある程度の正答率を示しているが、中一、１０、中三、１０の作図の理由づけは

共に２０＄程度の正答率しかないし、中二、８１１１は合同条件が１回ですむので９０％近い正答率を示すが、８

１２１の２段、３段欄えの論証は１０＄程度の正答率となる。

このように洽征問題が定着しない主な原因は、小学校では図形の性質を観察することに主眼がおかれ、中－
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でもやはり観察力`主になっているからである。したがって計量HH題は比較的取り組みやすいが、論証になる

と、その出発点が明確でなくないさらに問題力極維になると、そｵFを分析し、さらに統合して繼含を進める

という方法が未だ身についていない。

また、推論の過程を証明として文章表現させたり、条件に適する一般性を失わない図をかくように心が

けることの指導も欠かせない。

現代化の行きすぎから、ユークリッド幾何を見直すことが叫ばれる今日、具体性をもつ幾何教材は、抽象性

をもつ代数よりもふさわしい教材であるかもしれない｡したがってこの請証指導を充実させるには、代数識Wにあ

っても、もっと系続性を皿視した部分を取り入れてつねに鎗証の態度を身につけるよう心がけるべきである。

（６）問題の醜解力を身につける。

中－４１２１の食塩水の闘魑では１０箔→市とすぐに結びつかないし､中-9.中二3(2)の体鬮比の問題では、
ｖｊ:vhの比の意味ｶﾒ文章から読みとれない。また中三4(1)での側面積ということばの意味がわからない。（正

答率４２＄）また中二７１１Ｍ21の順列、組合せ力哩解できる（いずれも正答率は８０＄をこえている）のに、

ややｾﾞﾛ雑な(3ｋ(4)になると、題意に適するljn列や組合-せが考えられない。このように、とくに中学段階におけ

る題意の銃みとり方にとまどいがみられる。

￣股に応用問題を苦手とする生徒には国語の読解力のなさが大きな問題となる。このような生徒に対する指

導には、とくに多くの反復練習や、文i肛題に適するシェーマの工夫が必要である。

おわりに

（１）学年移行について

六年一画教育にともない関数教材を中心に学年移行したが、今回のテストに出題したものは、中三から中二

に移した二元一次不等式の領域と、周一から中三に移した２次関数ｙ－ｃ(工一，)２＋９の性質である。中

二については、一次関数、連立不等式の学習後に二元一次不等式の領域を学習する。この学習の前提となる６

１１１の直線の方程式が正答の者、６(2)のある点がグラフ上にあるかどうかを理解する者は、ともに８０％の正

答率を示している。しかし、６(4)の２血立不等式の頒域は２０＄も正答率が落ちている。等号と不等号の相違が

認識としては点と平面の迎いとなり、心理的な負担JOB大きくなる。だから、同一学年で同時に学習することは．

中二の生徒には困難なのだろうか。正答率の低さから、二元一次不等式を中二に移行する、:らば現行よりもさ

らに時間をかけて指導する必要があるだろう。高一から中三へ移行したｙ－Ｄ丑の両軸方向への移動は理解で

きる。また、定轟域を問題から読みとることも、二次方程式の応用問題からの続きであるのでよく理解できて

いる。しかし、今回のテストで二次BU数を作る段階で、関数の性質とは無関廉な、題意を取り迎えた（側面積

に底面を入れる）者が多く、（11そのものの正答率力極めて低かった。そのために移行の妥当性を判断できない。
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次回には移行教材を中心とした問題については系統的に分析できるように出題をエ夫したい。

（２）個人括導との関連

本校の標邸学力テストは、各学年における生徒全体の学力と生徒個人の学力の両方を調査するために実施し

ている。しかし、今回われわれの調査は敬材の定劒度を中心にｉＴった゜生徒の個人11司導のために必要な個々の

分枅は行わなかった。将来は各項目について到連目標を設定し、その到達度を測定する方向に標､旧学力テスト

を位週づけたい。そして何年Ilaかの硬みⅢねをして．生徒一人一人の「カルテ」で判断し、教授者が代っても、

すぐに生徒の特徴を知ることができるようにしたい。

（３）問田の検肘

今回のテストは.われわれ力&各学年についてぜひこれだけはできてほしいと牙える問題を各分野に豆る

ように出題した。しかし出題が安易になり、むつかしい問題になった。標邸学力テストとして不適当な

問題をｘ印で表わしたが、次回には改善せねばならない。また項目毎に、基本的な知鼠、理解の定廿を

みようとする問題と、そこから段階を追って思考することがてきるかどうかをみる問題とが混然として

いるために、定若度の不足か、間脳を分析、統合して解筏する思考力の不足かをはっきり考察すること

ができなかった。このような点を整理して出題の意図をもっとはっきりさせねばならないと反省してい

る。

最後になりましたがコンピューター処理に当って、、H岡健司先生をはじめとして、奈良県立119$H処理教育セ

ンターの諸先生方のご指導、ご協力に恩６M致します。

－７３－ 


